
2025.12.28.降誕後第一主日礼拝（YRCC） 

  聖書箇所:ルカの福音書2章21~38節 
「喜びの訪れ(4) シメオンとアンナ」 

【1】「祝い」の後に 
・モーセの律法と御使いに従ったイエスの両親 

―幼子への割礼（ルカ 2:21; レビ 12:3） 
―「イエス」と名づけ（ルカ 2:21;1:31 ） 
―出産後のきよめの期間（ルカ 2:22; レビ 12 章） 
―聖別のささげ物（ルカ 2:23） 

 
▶ザカリヤとエリサベツが「神の前に正しい人で、主のすべての命令と掟を落ち度なく行
っていた」(ﾙｶ 1:6)ように、イエスの両親もまた、特別な出来事の後も、日常の中で神に従
う敬虔な信仰者でした。 
 
 
【2】待ち望んでいた人―シメオン 

・待望者シメオン 
―使命：「イスラエルの慰め」を待ち望んでいた（2:25） 

  ―約束：「主のキリストを見るまでは決して死を見ることはない」（2:26） 
 

・待ち続けた結果 
  ―人混みの中で幼児イエスを見出したシメオン 

―シメオンの賛歌 
  ◯ 夜明け→キリストの到来（ルカ 1:79; 2:26,29） 
  ◯「曙の光」→キリストが万人にとっての光となること（2:32） 
  ◯〈見張り人〉としての務めからの解放（2:29） 

―シメオンの預言 
  ◯すべての者がキリストを受け入れるわけではない（2:34） 
  ◯キリストは、人の心のうちの思いを明らかにする（2:35） 

 
【3】語り伝える人―アンナ 

・女預言者アンナ 
―長年、宮を離れず、断食と祈りをもって神に仕えていた 
―「ちょうどそのとき」幼児イエスの元へ 
―エルサレムの贖いを待ち望んでいたすべての人に幼子のことを語った 

 
▶ヨセフとマリアは、いつものように律法に従って神殿へ行き、シメオンとアンナも、い
つものように神に仕えていました。しかし神は、そのような敬虔な信仰者たちの日常のた
だ中で、静かに、しかし確かに働かれたのです。 
私たちもまた、今日こうして礼拝を守っています。祝いの後の静かな朝にも、神の喜びの
訪れは、確かに私たちに一人ひとりに届けられているのです。 
 


